
○○○○○（講演題目16ポイント）
（東都大院工）○宮本兵助・牧野次郎・宗方吾郎　（所属・講演者に○　14ポイント）複数の所属の場合は番号などで分類
ここから本文（11～12ポイント，一段組み，行間1行．　適宜，諸言，実験方法，結果考察，まとめ，参考文献などに分けて記述してください．また図表も本文中に貼り込んでください）．要旨本文の最後に全講演者氏名のふりがなを記入してください．

例：

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

参考文献

1．H. Miyamoto, J. Makino, G. Munakata, J. Am. Chem. Soc., 118, 18-29, 2010.

○みやもとへいすけ・まきのじろう・むなかたごろう
締切：2018年3月30日（金）まで

ワード形式のファイルで電子メールの添付ファイルにて

sogura@bio.titech.ac.jpまでお送りください．
講演番号


（事務局で記入します）
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